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第１章  研究の背景と目的 
近年、人と生物の共生を目指し、都市域においても生物の生息空間を確保することが非常に重要視さ
れてきた。しかし、今までの開発により日本の都市域ではこれからまとまった土地を得て、自然を復元・
創造することは困難だと考えられる。そこで都市の建築物の屋上などに簡易的に設置できるサイズのビ
オトープを作成し、小さいながらも生物の生息・生育空間をつくることが重要だと考えられる。このよ
うに建築物の屋上に簡易的に設置できる小規模のビオトープで太陽光エネルギーや風力によって水循
環など管理も行い、小さな自然環境を再現・維持するのが「ビオトープパッケージ」である。 
本研究ではビオトープパッケージを導入する際の計画、施工などの手順を明らかにすることを目的と
した。 
 
第２章 研究内容 
本学横浜キャンパス 2 号館情報メディアセンター屋上にビオトープパッケージを製作する。そして、
それを通して、ビオトープパッケージ製作方法を確立していく。研究項目は①ビオトープパッケージの
製作計画②ビオトープパッケージの製作である。これらを、文献調査・インタビュー調査（屋上緑化資
材メーカー、屋上ビオトープの施工関係者、対象地（横浜市都筑区）の専門家）、現地踏査（既存屋上
ビオトープ）、ビオトープパッケージ製作により 2004年 4月より 2005年 1月までの期間に行った。 
 
第３章 研究結果 
第１節ビオトープパッケージの計画 
実際のビオトープパッケージの製作を通して明らかになった計画・施工の手順を図１に示した。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1 計画及び施工の手順 
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ビオトープパッケージの構造は以下の図２のようになる。 
 

 

図２ ビオトープパッケージの構造 
 
ビオトープパッケージに使用する資材を次の表 1に示す。なお、資材の欄の数字は図２に記載されて

いる資材の数字と対応している。 
 
表１ ビオトープパッケージの資材（一部のみ記載） 

 
第２節 ビオトープパッケージの施工 
2004 年 10月～2005 年 1月にかけてビオトープ
パッケージの施工をした。 
 施工手順は図 1の通りである。図 3は土台とな
る枠組みを組み立てている様子、図 4は耐根フィ
ルムを張る様子である。 
 
 
 
第４章 結論 
ビオトープパッケージを建築物の屋上に設置する際、屋上は日光を遮るものもなく風も強いというよ
うな自然要因と、防水・積載荷重など建築物の屋上であるがゆえの制約によって生物が利用できる複雑
な空間をつくりだすのは難しい。しかし、上記の自然要因や制約を考慮したうえでビオトープパッケー
ジを 3基製作することができた。そのことを通して結果で示したようにビオトープパッケージの計画・
施工の手順を明らかにすることができた。 
  
第５章 考察 
 ビオトープパッケージの構造は複雑な層状になっているが、これらを工夫して簡略化できれば製作の
労力が減るであろうと考えられる。 
本研究で作成した資料を、ビオトープパッケージを製作するごとに改善していければビオトープパッ
ケージのよりよい製作方法が確立されていくだろう。ビオトープパッケージ製作は他に例を見ない試み
であるので、今回の製作では改善点はまだまだあるが、これらが今後ビオトープパッケージを製作する
際の有効な資料となりうるだろう。 
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① 防水シート ④ 荒木田土 ⑦ 嵩上げ材 ⑩ 保護マット 

② 耐根フィルム ⑤ 表面土壌 ⑧ 土台枠 ⑪ 断熱材 

③ 透水フィルタ ⑥ 混合土壌 ⑨ 排水層   

資材 用途 資材 用途 
外枠用防水シート  ① ビオトープパッケージ全体の防水 発泡スチロール    ⑪ 断熱材として使用 
耐根フィルム    ② 植物の根から防水シート、屋上表面を保護 ソーラーパネル 電力の供給 
透水フィルタ    ③ 土壌の流出防止 風力発電機 電力の供給 
荒木田土      ④ 池の土壌 水循環ポンプ 水の循環 
表面土壌      ⑤ 乾燥地を覆う ミニスプリンクラー 水の噴出し口 
土壌混合用黒土   ⑥ 土壌 ホース・配管 水をひく 
土壌混合用パーライト⑥ 軽量化、透水性改善 ゴムフロート 池の水位の維持 
嵩上げパーライト  ⑦ 嵩上げ部分に敷き詰める 池底用軽石 池底に敷き詰める 
土台枠       ⑧ 土台の枠組みとなる せせらぎ用軽石 せせらぎ部分に設置 
排水用発泡スチロール⑨ 排水層に敷き詰める 樹木 景観形成、ハビタット提供 
保護マット     ⑩ 鉄の外枠の重圧から屋上表面を保護 水生植物 景観形成、ハビタット提供 
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図３ 土台枠の組み立て 

図４ 耐根フィルムの設置 

図４ 耐根フィルムの設置 


